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 2005年度に観測を開始したX線天文衛星「すざく」の硬X線検出器HXDのキャリブレーションおよびデータ解

析に力を入れて行った。キャリブレーションでは，HXDチームのコアメンバーとして，シンチレーターのゲイン履

歴の追跡システムの確立，半導体検出器のゲインおよびノイズモニター，バックグラウンド生成ソフトの開発およ

び試験をリードして組織的に行い，精度の良いHXDのデータ解析が行えるようにした。そして，これらを反映した

解析ソフトが世界中で使われることとなった。データ解析では以下に述べるように多岐に渡る研究を行い，「すざ

く」を用いた研究をリードしてきた。巨大ブラックホールを含む活動銀河核からのX線放射を広帯域を生かして成

分分離することに成功した。また，ブラックホール連星から高階電離した鉄の吸収線を検出し，ブラックホールの

周囲に高温のプラズマが多く存在することがわかった。また，Low/Hard状態におけるブラックホールの広帯域X

線スペクトルをかつてない精度で測定し，ブラックホールの周囲に存在する高温コロナの温度，密度，形状の情

報を得ることができた。明るい活動銀河核（AGN）のX線スペクトルの形状を初めて精度よく測定するとともに，時

間変動解析を用いたスペクトル成分分離によって吸収反射成分の物理量を得て，ブラックホール周辺の物質の

ジオメトリの様子を得た。臨界降着を起こしている弱磁場中性子星からのX線放射の時間変動の解析により，放

射圧によって降着物質の一部がアウトフローしている兆候を得た。楕円銀河や銀河団の観測では，高温プラズ

マ中の重元素の起源の情報を持つ酸素のラインを従来に比べて精度よく検出し，重元素の起源に制限をつけ

た。また，銀河団の高温プラズマのバルク運動・乱流運動について，鉄輝線のドップラーシフトと共鳴吸収の上

限値を求め，従来に比べて厳しい制限をつけ，従来示唆されていた運動を棄却した。銀河団から予想されてい

る非熱的X線については，従来より良い精度で上限値を抑え，非熱的X線が大きく広がって存在している可能

性を示唆した。すざくHXD-WAMによるガンマ線バースト（GRB）本体の観測当番に関わるとともに装置のキャリ

ブレーションやデータ解析を行った。WAMの高エネルギー側の感度の良さを生かして，継続時間の短いと長い

GRBではスペクトルの傾きや時間変化の様子に違いがあることを見つけ，両者が違う起源である示唆を得た。ま

た，複雑なGRBのライトカーブを成分分離する試みも行った。同じくWAMを用いた明るい軟ガンマ線天体の地

食解析システムの立ち上げを行い，ブラックホールCygX-1について軟ガンマ線での長期ライトカーブを得ること

に成功した。 

 次期X線観測衛星NeXTに向けてシリコンストリップやAPDについての基礎特性試験を進めた。両面シリコンス

トリップの搭載品に近いセンサーについて多チャンネル低ノイズ読み出しをISAS/JAXAとともに行い、当初の性

能が出せることを確認した。バックグラウンドを低減するためのアクチィブシールドの大きなBGOをAPDで読み出

す基礎実験を行い，BGOとAPDの大きさ，温度，リーク電流と低エネルギー敷居値の関係を精査して調べ，設

計のための判断材料を得た。また，高感度硬X線偏光観測気球実験PoGOLiteのシンチレーターや光電子増倍

管の基礎特性試験を行い，必要要求性能を満たしていることを確認した。データ取得システムの開発を担当し

て行い，実証実験まで行い，問題なく動作することを確認した。さらには，感度を決める上空での宇宙線による

バックグラウンドレベルの評価をGeant4ツールを用いて行った。 

 宇宙科学センターとの共同研究により，以下のように可視光近赤外線観測も精力的に行った。2006年7月には，

広島大学かなた望遠鏡による観測が始まり，白色矮星を含む連星の可視近赤外同時連続モニター観測に重点

を置いて行った。また，2006年11月にはガンマ線バーストの残光を初めて検出し，さらには2007７年11月にも検

出に成功し，残光に伴うX線フレアに関する可視光の貴重なデータを得た。星周円盤がedge-onに近い原始星

の観測を系統的に行い，円盤による減光を利用して星周円盤の縦方向の構造の情報を得て円盤の物理状態

の情報を得た。マイクロクエーサーの代表であるGRS1915+105の観測を行い，X線の状態遷移に伴って近赤外

線の放射も変化することを突き止めた。さらに，電波ジェットに伴って近赤外線が減光することを見つけた。いガ

ンマ線衛星GLASTとの同時観測を目指して，ブレーザー天体の可視近赤外での測光偏光試験観測を開始し，

3C454.3の長期モニターを行った。かなた望遠鏡の将来検出器である可視赤外線検出器、偏光研検出器

HowPOLの開発を進めた。特に後者については，設計，製作，組立を一気に進めた。岡山望遠鏡を用いてTeV



ガンマ線天体LSI+6 303/CygX-1/LS5039の可視偏光観測を行い，連星の幾何学状態をプローブした。視野の

大きい木曾観測所のシュミット望遠鏡を用いて，可視光で同じくらい明るいがX線光度が大きく異なる巨大楕円

銀河の周囲の矮小銀河のサーベイ観測を開始し，この問題に迫る試みを始めた。 

 次期ガンマ線衛星GLASTについては，打ち上げ後に備えてデータ解析ソフトの整備および動作確認を重点

的に行った。そして，その際に利用するPCクラスターの立ち上げを行った。また，ガンマ線以外の電磁波で同じ

天体を同時に観測するための多波長連携観測について，諸方面の研究者と連絡を取り合って，また観測提案

を積極的に提出し，多波長観測体制の整備を始めた。それに関連して，2007年3月に宇宙科学センターと本研

究室が主催して，多波長連携観測に関する国内研究会を広島大学で開催し，国内から40名程度の研究者が参

加した。 
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国際会議 
（招待講演） 
１９年度 
 [1] T.Mizuno：｢-GLAST Mission- Overview, Opportunity and Science｣, 
    International Symposium on Astronomy and Astrophysics of Extreme Universe,  
    (22-23, March, Saitama, RIKEN)（参加者：100 名） 
 [2] Y.Fukazawa：｢Hard X-ray Emission from Clusters｣,  
    The Suzaku X-ray Universe, (10-12, Dec., 2007, San Diego, USA)（参加者：100 名） 
(一般講演) 
１８年度 
  [1] Y.Fukazawa, “Inflight calibration and performance of the hard x-ray detector (HXD) onboard  
    Suzaku”, Space Telescope and Instrumentation II;  
    Ultraviolet to Gamma Ray in SPIE (The International Society for Optical Engineering) 
    (May 24-31, Orland, USA) 
  [2] Y.Fukazawa, “Hard X-ray Variability of AGN Observed with Suzaku”, 
    The Extreme Universe in the Suzaku Era, (Dec. 4-8, Kyoto, Japan) 
  [3] Y.Fukazawa, “Multi-wavelength Observations of High Energy Phenomena at Hiroshima University”, 
    High Energy Astrophysics in the Next Decade, (Jun 21-23, Tokyo, Japan) 
  [4] Y.Fukazawa, “Suzaku First Results on Extragalactic Compact Objects”, 
    The Meeting of the High Energy Astrophysics Division (HEAD) of the American Astronomical 
    Society, (Oct. 4-7, San Francisco, USA) 
  [5] Y.Fukazawa, “Suzaku observation of the seyfert 2 galaxy NGC4388”, 
    The Central Engine of Active Galactic Nuclei, (Oct. 16-21, Xian, China) 
  [6] T.Mizuno, “Suzaku Observation of Two Ultraluminous X-Ray Source in NGC1313”, 
    Suzaku 2006 Conference, (Dec. 7, Kyoto) 
  [7] H.Katagiri, “Development of the X-ray polarimeter by using pixel-readout µ-PICs (micro pixel  
    chambers)”, SPIE, 6276 (2006) 
１９年度 

[1] T.Mizuno：｢High Sensitivity Balloon-Borne Hard X-Ray/Soft Gamma-Ray Polarimeter PoGOLite｣ 
    E NSS/MSS in Hawaii (27, Oct.-3, Nov., 2007)（参加者：1750 名） 
 
国内学会 
１８年度 
  [1] 深澤泰司：「｢すざく」硬 X 線検出器（HXD）のバックグラウンド差引の現状｣ 



  春の天文学会（3 月 27～29 日，和歌山大学） 
  [2] 深澤泰司：「｢すざく｣衛星によるセイファート銀河 MCG-6-30-15 の時間変動の観測｣ 
  秋の天文学会（9 月 19～21 日，九州国際大学） 
１９年度 
  [1] 深沢泰司：「GLAST 観測開始に向けた状況」 
   第 7 回高エネルギー宇宙物理連絡会研究会「高エネルギー宇宙物理学の将来計画」 
  （3 月 12-14 日，宇宙線研究所）（参加者：約 50 名） 
 [2] 深沢泰司：「GLAST による銀河団の観測の展望」 
   研究会「マクロでミクロな銀河団」（10 月 24-26 日，山形蔵王）（参加者：30 名） 
 
学生の学会発表実績 
１８年度 
（国際会議） 
 ○博士課程前期の学生が共同発表者の発表件数    5 件 
 ○博士課程後期の学生が共同発表者の発表件数   10 件 
 ○博士課程前期・後期の学生が共に共同発表者の発表件数  12 件 
（国内学会） 
 ○博士課程前期の学生が共同発表者の発表件数   25 件 
 ○博士課程後期の学生が共同発表者の発表件数   15 件 
 ○博士課程前期・後期の学生が共に共同発表者の発表件数  23 件 
１９年度 
（国際会議）  
 ○博士課程前期の学生が共同発表者の発表件数   16 件 
 ○博士課程後期の学生が共同発表者の発表件数   10 件 
 ○博士課程前期・後期の学生が共に共同発表者の発表件数   8 件 
（国内学会） 
 ○博士課程前期の学生が共同発表者の発表件数     件 
 ○博士課程後期の学生が共同発表者の発表件数     件 
 ○博士課程前期・後期の学生が共に共同発表者の発表件数    件 
 
セミナー・講演会開催実績 
１９年度 
◎[1] 川端弘治，深沢泰司，大杉節，山崎了，植村誠，山下卓也，佐藤修二，吉田道利，野口邦夫： 
     研究会「多波長・多モード連携観測で探る高エネルギー天体現象」 
     （3 月 1 日～2 日，広島大学）（参加者：50 名） 
 
社会活動･学外委員 
○講習会・セミナー講師 
１８年度 
  [1] 大杉節：東広島市公民館講座講師：2 回（5 月 27 日，12 月 11 日，東広島市中央公民館） 
  [2] 大杉節：広島大学-RCC テレビレクチャー「かなた望遠鏡で行く 広島発！宇宙探索の旅」 
  初回，30 分（10 月，12 月合計 2 回放送） 
  [3] 大杉節：広島大学大阪オフィス「土曜セミナー講師、演題：宇宙の不思議・謎」（9 月 30 日） 
  [4] 深澤泰司：広島大学 公開講座「物理学の最前線 ～宇宙観測に関する話題」 
  （8 月 1 日，広島大学東千田キャンパス） 
  [4] 深澤泰司：「ワイドバンドで探る銀河・銀河団」 
  2006 年度天文・天体物理学 夏の学校 講師（7 月 31 日～8 月 4 日，木曽平） 
  [5] 深澤泰司：「人工衛星による宇宙観測」 
  東広島市中央公民館 リレー講座「宇宙の研究最前線」（10 月 30 日）  
１９年度 

[1] 片桐秀明：2007 年度 天文・天体物理 若手の会 夏の学校 宇宙線分科会 
  招待講演「次世代 γ線衛星 GLAST による GeVγ線観測」 
  （7 月 30 日～8 月 2 日，京都府南山城村） 



○外部評価委員等 
１８年度 
  [1] 深澤泰司：XMM-Newton 観測衛星（ヨーロッパ, ESA） 
   第 6 回観測提案選定委員 AGN の部 
  [2] 深澤泰司：Suzaku 観測衛星（日本，JAXA/ISAS）第 1 回観測提案選定委員 
 
国際共同研究・国際会議開催実績 

１８年度 
  [1] 大杉節：国際共同研究「Gamma-ray Large Area Space Telescope (GLAST)衛星開発」 
  （Stanford Linear Accelerator Center, NASA 主導の日，米，伊，仏，スエーデンの五カ国共同 
   事業，日本グループは広島大学主導） 
  [2] 大杉節：第 6 回 半導体飛跡検出器に関する広島国際シンポジウム 
  6th International Symposium on Development and Application of Semiconductor Tracking Detectors  
  (6th STD Hiroshima) （Sept. 13-16, Carmel, California, USA）組織委員 
 
高大連携事業への参加状況 
１８年度 
  [1] 大杉節：模擬授業 美鈴が丘高校（12 月 14 日，50 分授業 2 回） 
  [2] 大杉節：模擬授業 井ノ口高校（12 月 18 日，50 分授業 2 回） 
  [3] 大杉節：科学ワクワクプロジェクト ジュニア科学塾塾長 
  「宇宙の神秘を覗いて見よう」（8 月 10,11 日, 11 月 12 日，広島大学東広島キャンパス） 
  [4] 大杉節：「ひらめき☆ときめき物理学」ようこそ広島大学研究室へ 
  （11 月 23 日，広島大学東千田キャンパス）講師 
 
その他特記すべき事項 
１８年度 
  [1] 大杉節：宇宙科学センター附属東広島天文台においる見学会，観望会などの開催． 
  小中高生及び中高校理科教師，一般市民等を対象に，年度中に約 4000 名の見学者と観望者 
  を受け入れた． 
 
研究助成金の受入状況 

１８年度 
  [1] 大杉節：高エネルギー加速器研究機構 日米科学技術協力事業費 
    「Gamma-rays Large Area Space Telescope （GLAST） Project」 （平成12年度～19年度） 
  [2] 深澤泰司：科学研究費 特定領域（B） 研究計画 
    「高感度GeVγ線観測で探る巨大ブラックホールの進化とジェットの放出機構」 
    （平成14年度～18年度） 
  [3] 大杉節：科学研究費 基盤研究（B）「1.5ｍ赤外シミュレーターを用いた突発・激動天体追跡専用 
    望遠鏡の開発」（平成17年度～19年度） 
  [4] 大杉節：広島大学学長裁量費 教育GP開発研究 
    「宇宙惑星・素粒子・放射線科学リテラシー教育プログラムの開発」 
  [5] 深澤泰司：広島大学学長裁量費 国際共同研究 
    「Gamma-rays Large Area Space Telescope （GLAST） Projectの推進」 


